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クロロメタン
CH3Cl

［CAS No.74-87-3］
生殖毒性：第 2群

別名：塩化メチル，モノクロロメタン，クロロメチル．
ヒトにおける報告は見当たらなかった．動物において

は，精巣毒性および催奇形性が報告されている．
1 群 25 匹の F344 ラットに 100，500，1,500 ppm のク

ロロメタンを妊娠 7-19 日に 1 日 6 時間曝露した結果，
1,500 ppm群では，母動物と胎児の体重増加が抑制され，
胎児の骨化が遅延していた．100 または 500 ppm 群で
は母動物および胎児への毒性は見られなかった．催奇
形性は全ての群で見られなかった 1）．1 群雄 40 匹及び
雌 80 匹の F344 ラットに 150，475，1,500 ppm のクロ
ロメタンを交尾前 10 週間は 6 時間 / 日，5 日 / 週曝露
させ，交尾期間と雌の妊娠 18 日までは 7 時間 / 日，雌
の分娩後 4-28 日は 6 時間 / 日曝露させた結果，475 及
び 1,500 ppm 群の雌雄ラットの体重増加は抑制されてお
り，1,500 ppm 群の全ての雄は不妊で，病理組織学的検
索では全ての雄で精巣萎縮，30％に精巣上体の肉芽腫が
見られた．475 ppm 群では，57％の雄に受精能障害が
見られたが，150 ppm 群の受精能はコントロール群と差
がなかった．曝露後 10 週間では，1,500 ppm 群の受精
能障害は 25％に低下し，475 ppm 群ではコントロール
群と差がなかった．475 および 1,500 ppm 群から生まれ
た F1 は親と同じく出産から哺乳後 10 週間まで曝露し，
交尾させた．475 ppm 群では，F1 雄の受精能は僅かに
障害されており，出産後の F2 の発達は遅延していた 2）．
著者らは 150 ppm を無作用量としている．1 群 40 匹の
雄 F344 ラットに 0，1,000，3,000 ppm のクロロメタン
を 1 日 6 時間 5 日間曝露し，8 週間に渡って週 1 回交尾
させ，優性致死試験を実施した結果，1,000 ppm 群では
コントロール群と比べ全てのパラメーターに変化は見ら
れなかったが，3,000 ppm 群では曝露後第 1 週において
のみ着床後の胎児消失が僅かに増加し（すなわち，精子
は精巣上体や精細管で曝露），着床前消失は曝露後 8 週
間を通して増加した．受精能は曝露後第 2 週までに有意
に減少して回復しなかった 3，4）．更に，精子の質と精巣
の病理組織学的検査では，1,000 ppm 群ではコントロー
ルと差がなかったが，3,000 ppm 群では精巣上体尾部
に片側性または両側性精子肉芽腫が 50％以上に見られ，
それらの雄では精巣重量は曝露後第 3 週までに有意に低
下し，少なくとも 8 週後まで続いた．精子数は曝露後
第 2 週までに有意に減少し，精巣は精子形成の遅延，精
細管上皮細胞の空胞化，精細胞の内腔剥脱，および多核
巨細胞等の特異的細胞傷害性反応が見られた．これらか
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ら，クロロメタン曝露による着床前消失は精子への直接
的な遺伝毒性よりは精巣と精巣上体の細胞毒性による事
が示唆された 4）．1 群 33 匹の C57BL/6 雌マウスに 100，
500，1,500 ppm のクロロメタンを妊娠 6-17 日に 6 時間
/ 日曝露した結果，1,500 ppm 群では全ての動物が妊娠
10-14 日に死亡し，小脳内顆粒層内におけるニューロン
の選択的壊死が見られた．この群以外は全ての動物が生
存し，妊娠 18 日に屠殺したが，母動物および胎児への
毒性は見られなかった．胎児の内臓検査では，500 ppm
群で心臓奇形の発生が有意であった．房室弁，腱索，乳
頭筋の縮小又は欠失が 3 胎児の二尖弁に，6 胎児の三尖
弁に見られた．妊娠マウスでは 1,500 ppm の 4 日以上
の曝露は重篤な毒性を示し，500 ppm 群で心臓奇形と
なる催奇形性を示した 1）．1 群 74-77 の膣栓が得られた
C57BL/6 雌マウスに 0，250，500，750 ppm のクロロ
メタンを妊娠 6-18 日に 6 時間 / 日曝露し，妊娠 18 日に
屠殺した結果，750 ppm 群では 6 匹が死亡し母動物の
体重は有意に低下していたが，他の群では妊娠率，妊娠
子宮体重，および母動物の肝重量に曝露による相違は見
られなかった．着床率，吸収胚の発生率，死胎児数，非
生胎児数（死胎児と吸収胚の合計），生胎児数，性比，
および 1 腹当たりの平均胎児体重にコントロール群との
差はなかった．1 腹当たりの投与影響が観察された胎児

（死亡胎児と奇形児）の数と割合が曝露に関連して増加
しており，750 ppm 群ではコントロール群に比べ，有
意であった．心臓奇形の発生率は 500 および 750 ppm
で有意に増加していた．以上から，マウスでは母体毒
性は 750 ppm で起こり，催奇形性は 500 ppm で起こっ
た 5）．

産衛には生殖毒性に関する記載はない．ACGIH は，
実験動物では生殖毒性と催奇性が 500 ppm 以上の反復
曝露で見られているとしている．DFG によると，ラッ
トは 150 ppm，マウスは 250 ppm まで出生前の毒性が
見られておらず，ラットに催奇形性は見られていない
が，マウスでは 500 ppm 以上で重篤な影響が見られて
いるので生殖毒性リスク B 群としている．

ヒトにおける報告は見られないが，動物における知見
は充実している事から，第 2 群を提案する．

許容濃度
日本産業衛生学会（1984 年）50 ppm（100 mg/m3）
ACGIH（1996 年）50 ppm（103 mg/m3），STEL 
100 ppm, A4, skin，CNS impair; liver & kidney dam, 
testicular dam, teratogenic eff
DFG  50 ppm（100 mg/m3），Pregnancy: B, skin
NIOSH  Ca
OSHA  100 ppm, C 200 ppm, 
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